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先日、県主催の就職支援セミナー３日間準備講習
を担当してきました。
参加対象者の皆さんは、ひとり親の方を含め、これ
から働こうと意欲あふれる20代～50代の女性です。こ
の３日間の講習が終わると、３ヵ月間にわたる講習で
専門知識やスキルをみっちり学ぶというコースになっ
ています。
とはいえ、参加メンバーは全員初対面同士。いくら
意欲があるとはいえ、研修初日は講師の私が「はい、
それでは○○○について５分間ディスカッションして
ください。」、「それでは、今の時間を通しての気づき
や思ったことを自由に聞かせてください。どなたから
でもどうぞ。」と促しても会場は水を打ったかのごと
く「シィーン…」と沈黙の連続。
ではありますが、「皆さん、みんなの前で自分の意
見を伝える、発表するって緊張しますよね。私もセミ
ナーの受講者のときはそうです。どきどきします。で
も、発表する、自分の考えをなんとか整理して言葉に
して表現する、それを繰り返していくと、『あぁ、
もっとこう言えばよかったなぁ』って必ず気づきがあ
るんです。それを何回もしていくうちに、職場でも意
見が相手に少しずつ少しずつ伝えられるようになって
いきます。必ずそうなります！ここはね、安心して練
習できる場なんですよ。あなたを評価する人なんて誰
もいやしません。例えればバンジージャンプと一緒。
どんなに足がすくんでも、こんなところから飛び込む
なんてできやしないってどきどきしても、思い切って
飛び込めば必ず飛び込んだ分だけここに戻ってこられ
ます。発表することにチャレンジしてみましょうよ！」
と熱弁ふるうとさすが皆さん！「じゃあ…はいっ！」
と手が少しずつ、やがて次から次へとあがってきま
す。
研修も２日目になり、メンバーが語る今までの成功
体験を聞きながら相手の強みを伝えるワークになると
「時間が足りない」と活発に話しをされるようにまで
なりました。しかし、面接に備えて自己PRの準備段
階になると、さすがに「えー、難しい。むずかしー
いっ！」とため息まじりの声があちらこちらから聞こ
えくるようになります。
ここでひるむことなく、「確かに難しいですよね。
でもね、それって、難しいんじゃないんです。慣れて
いないだけなんですよ。慣れていないだけ。」と語り
かけると、「ふむふむ～」「なるほど～」と唸る声がか
すかに響きます。よし、このタイミングを逃しちゃい

けない。「皆さんにお願いがあります。この講習中は
決して『難しい』っていう言葉を使わないでくださ
い。これもチャレンジです。『難しい』って口にだす
と、私たちの脳はなぜそれが『難しい』のかという理
由を無意識にどんどん探しにいっちゃいますから。」
意を決したようにうなづく皆さん。
そんな時間を積み重ねていくうちに、最終日の３日
目の午後ともなれば、もう私は完全に司会進行役。黒
子です。時間が足りないほどディスカッションがかな
り盛り上がってきます。そのディスッカッションの最
中、ある言葉が耳に入りました。

「こんなに自分の意見を求められて、こんなに話し
たことはなかった。」

はっとしました。切なくも感じました。「こんなに
自分の意見を求められて、こんなに話したこと」が今
までなかった…んだ…。けれども、こんなに自分の意
見を話して、聴いてもらって、そしてここまで活き活
きとした表情になった、未来をのびのびと描いて楽し
そうに話をされるようになった…。しかし、恐らく職
場に入るとまた聞き役にまわることが多くなるだろう
な、とふと思いました。また、話を途中でさえぎられ
たり、話の内容や話し方そのものを評価するような人
にも出会うだろうとも…。
しかし、そういう雑多なことに振り回されないでほ
しいと心から思いました。３ヵ月間にわたる講習が終
わり、それぞれが新しい職場で仕事を始めれば、愚痴
のひとつやふたつ言いたくなることもあるでしょう。
もちろん愚痴も結構、でもその場限り。そのようなと
きや、考えを少し整理したいときには、このメンバー
同士で、例えば「５分だけでいいから、ただ聞いてい
てくれない？」とお互いに話を聴いたり、安心して話
しができる関係になってほしいと、その思いを皆さん
に伝えました。
自分の意見を求められることの嬉しさ。安心して自
由に自分の考えを自分のペースでのびのびと話せる相
手や話せる時間があることの嬉しさや楽しさ。それさ
えあれば、私たちが持つ能力や可能性がもっともっと
ストレッチされていくと実感しています。あなたの目
の前の人、それは部下であれ、奥さんであれ、だんな
さんであれ、お子さんであれ、友人であれ、それをト
ライしてみませんか？きっと相手はあなたのファンに
なっていくことと思います。

～やる気を引き出す源泉を探る～
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